
神奈川県政策局いのち未来戦略本部室

未病産業担当部長

横浜国大客員教授／湘南共創の場副PL

牧野 義之

神奈川県の認知症未病改善・脳腸相関
への期待について
（令和６年度も熱い俺達！）



iPS細胞研究 生活支援
ロボット 医食農同源

運動習慣奨励

等

個別化医療の実現 ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの見直し

健康寿命延伸 新たな市場・産業の創出

マイME-
BYOカルテ

科学技術・産業・保健医療の政策を融合した横断的組織で強力に推進

未病･･･
健康と病気を２つの明確
に分けられる概念として
捉えるのではなく、心身
の状態は健康と病気の間
を連続的に変化するもの
と捉え、このすべての変
化の過程を表す概念

未病の改善･･･
心身の日々の状況を確認
（可視化）し、将来の自
分への投資をかねて、あ
らゆる段階で 「健康
側」に少しでも近づける
こと

病気健康 未 病

科学技術活動の社会実装と個人の行動変容で新社会を創造

神奈川県のヘルスケア・ニューフロンティア政策：概要
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科学技術イノベーション・エコシステム
（未病×異分野融合）

0100 50未病指標

35 2070

ME-BYO

病気健康

現在
48未来１ 未来２ 未来3

現在のライフスタイルを
継続した場合

現在より不健康な
生活をした場合

ライフスタイルを
改善した場合 55

過去

未病の見える化＝未病指標（数値化、ﾘｽｸｱﾗｰﾄ）と
未病改善（最先端技術・ｻｰﾋﾞｽ介入）の一体展開！

未病産業の拡大（未病産業研究会➡未病ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾗﾎﾞ➡未病ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ）

未病産業拡大を支える公的基盤（データ、コホート等）

テーマに着目し層別化ｱﾌﾟﾛｰﾁを戦略的に取り組む必要性
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神奈川県の未病指標（４領域１５項目）

生活習慣／認知機能／生活機能／ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ｽﾄﾚｽ

の個別領域評価と体・心・脳を総合的に評価

県の無料の健康管理アプリ「マイME-BYOカルテ」で測定

結 果

④さらに、結果に応じたアドバイスや未来予測も表示



社会課題：寝たきり・歩行困難の三大要因への対応
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（１）転倒・フレイル、（２）認知症、（３）脳血管疾患による
要介護状態に繋がるリスクを診断・予防・改善し、社会活動参加
を促進する必要性

“日常生活中の人の行為・動作”（ADL：Activities of Daily Living）

データに着眼した独創的なヘルスケア技術の研究開発

横浜国大の強み：
ディープテック（AＩ、IoT、ロボット等）、教育学、社会科学、都市科学
未病政策を推進する神奈川県、市民対話を促進する基礎自治体（藤沢市、鎌倉市）、
横浜市大を始めとする医系組織、企業群や社会との共創で培う“統合知”が活きる！

健康寿命延伸に向けた未病戦略ターゲット



認知症の原因（特にアルツハイマー型や脳血管
性）は、糖尿病や脳血管障害など生活習慣から引
き起こされる病気との関連が強く、それらの予
防・改善は、確実に認知症予防に繋がる。
※アルツハイマー病及び関連認知症（ADRD）の
36.9%に8つの危険因子
運動不足、現喫煙、うつ病、低学歴、糖尿病、中
年期の肥満、中年期の高血圧、難聴（右図の２０
２２年５月９日海外論文でエビデンス立証）

基盤未病指標を認知症の平時モニタリングで活用促進

基盤未病指標は、生活習慣領域から認知領域を主軸に、
認知症リスクとも関連するﾒﾝﾀﾙ･ｽﾄﾚｽや生活機能（ロコモ・フレ
イル）の４領域。（認知症リスクの総合測定）

認知症診断現場で最も困難なのは、本人等からの実施同意。
本人や家族が認知症診断を拒むケースが多く、隠れ認知症患者
が発症後に症状悪化してから医療機関の正式診断を受けている。

スマートフォン測定で認知症診断等への意識のハードルを下げる。
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社会課題の認知症に、未病改善の取組！

認
知
機
能

発症からの経過

脳

従来の認知症の捉え方
未病の観点での認知症へのアプローチ

心

認知症未病改善で
体と心と脳の好循環！

認知機能に主に着目

体



7

認知症未病改善のアプローチ

日常生活や社会生活における課題解決

最先端テクノロジー活用に
よる機能の維持・サポート

未病の行動変容を
通じた機能の改善等

最先端ロボット等

アプリやデータ等
腸内細菌等



11月７日（木）11：05～12：05
セッション① 認知症未病改善：神奈川の新たな社会モデル

・乗竹 亮治 氏（日本医療政策機構 代表理事・事務局長）
・新井 康通 氏（慶應義塾大学看護医療学部 教授／慶應義塾大学

医学部百寿総合研究センターセンター長）
・内門 大丈 氏（医療法人社団彰耀会メモリーケアクリニック湘南 院長）
・紀伊 信之 氏（㈱日本総合研究所リサーチ・コンサルティング部門 部長／プリンシパル）
・松浦 謙一 氏（かながわオレンジ大使）

詳細・お申込みはこちらから▼

国際シンポジウム「ME-BYOサミット神奈川2024」を開催します！

国内外の知を集結し、未病の見える化から改善につながるイノベーションの具体
的な方向性及び未来社会のあり方について幅広く議論を行う国際シンポジウム

ME-BYOサミット神奈川2024特設サイト

https://me-byo-summit2024-kanagawa.jp/

オンライン開催

ME-BYOサミット2022の様子

・開催方式：オンライン配信（登壇者・関係者は会場参加）、参加無料
・主催：ME-BYOサミット神奈川実行委員会

事務局：神奈川県政策局いのち・未来戦略本部室 電話 045-210-2715

11月８日（金）9：50～11：00
セッション⑥ 自己管理をｻﾎﾟｰﾄする新たなME-BYOﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

・鄭雄一 氏（神奈川県立保健福祉大学副学長）

・山本雅之 氏（東北メディカル・メガバンク機構長）
・福田真嗣 氏（㈱メタジェン代表取締役社長CEO）
・榛葉信久 氏（味の素㈱執行理事R&B企画部長 ）
・調整中


